
　春から初夏にかけての学会シーズンが怒濤のように過ぎ
去り，少しゆったりした気持ちで本号の各原稿を拝読して
います．外では紫陽花がさわやかに咲き誇っています．紫
陽花には「辛抱強さ」という花言葉がありますが，これに
は江戸時代の長崎で活躍した医師，シーボルトの逸話が関
係しているのだそうです．ご興味のある方はちょっと調べ
てみると面白いと思います．さて，今号の技術講座では，
AI を活用したWSI による「デジタル病理」の最新動向
や，NGSを用いた肺がん診療，日常業務における精度管
理のピットフォールなど，現場の課題に即した内容が記さ
れています．心エコー図の心筋症診断では，病態の全体像
を理解し，推理しながら有意な所見を紐解いていく手法が
詳細に解説されています．この「病態の理解力と推理力」
に関しては，私が参加した学会でも同様の企画があり，今
後，AI の発展とも相まってさらに重要な要素になると思
いました．
　MINOCA（冠動脈非閉塞性心筋梗塞）や胆石症，抗リン
脂質抗体症候群といった疾患に関する内容も，各種検査の
意義を再認識させてくれる内容です．
　読者質問箱では，がんゲノム医療における検査技師の役
割と検査技師が情報提供を行うメリットが詳細に解説され
ております．学校と現場をつなぐ臨地実習の在り方では，
若手技師の率直な声が綴られており，学校と臨床現場の双
方で「つなぐ力」や「伝える力」がより一層求められてい
ることを感じました．
　ときに見落としがちな“人”や“想い”に焦点を当てた今
号が，読者の皆さまにとって，少しでもお役に立てれば幸
いです．� （八鍬恒芳）

編集委員（五十音順）
大西宏明（編集主幹）・佐々木雅一・平石直己・八鍬恒芳・横田浩充
編集協力委員（五十音順）
大沼健一郎・岡田光貴・沖野久美子・荻原真二・菊地良介・木下朋幸・木村圭吾・草苅宏有・河野浩善・国分寺晃・� �
清水康平・松田和之・丸川活司・柳田絵美衣・脇田　満

2025 年 9 月 1 日発行（毎月 1日発行）
定価：1,980 円（本体 1,800 円＋税10％）
発行　株式会社　医学書院
　　　代 表 者　金原　俊
〒113-8719
東京都文京区本郷 1-28-23
Published by IGAKU-SHOIN Ltd., 1-28-23 Hongo, Bunkyo-ku, Tokyo Ｃ 2025, Printed in Japan.
本誌に掲載された著作物の複製権・翻訳権・上映権・譲渡権・貸与権・公衆送信権（送信可能化権を含む）は株式会社医学書院が保
有します．本誌を無断で複製する行為（複写，スキャン，デジタルデータ化など）は，「私的使用のための複製」など著作権法上の
限られた例外を除き禁じられています．大学，病院，診療所，企業などにおいて，業務上使用する目的（診療，研究活動を含む）で
上記の行為を行うことは，その使用範囲が内部的であっても，私的使用には該当せず，違法です．また私的使用に該当する場合で
あっても，代行業者等の第三者に依頼して上記の行為を行うことは違法となります．

〈出版者著作権管理機構 委託出版物〉
本誌の無断複製は著作権法上での例外を除き禁じられています．複製される場合は，そのつど事前に，出版者著作権管理機構
（電話 03-5244-5088，FAX03-5244-5089，info@jcopy.or.jp）の許諾を得てください．
「検査と技術」は，株式会社医学書院の登録商標です．� （担当　松井・田村・溝口・應利）

本誌編集室� TEL（03）3817-5712
� FAX（03）3815-7802
E-mail� kensa@igaku-shoin.co.jp
URL　www.igaku-shoin.co.jp/journal/543

別刷取扱　販売・PR部� （03）3817-5650
印　　刷　㈱アイワード�（011）241-9341
広告取扱　㈱文京メディカル�（03）3817-8036

2025年年間購読料（2冊の増大号を含む 12 冊，税込，送料弊社負担）
冊子版	 30,800 円	 電子版/個人	 27,984 円
電子＋冊子版/個人	 36,300 円

あ と が き

技術講座
・慢性骨髄性白血病の治療効果モニタリング�
 �  渡邊 直紀
・ISO 15189：2022 認定に向けた�
遺伝子関連検査の環境整備とその準備 � 柿島 裕樹
・超音波でみる唾液腺 �  有安 理紗
・シリーズ　試薬の妥当性確認試験結果の�
良い報告の仕方─学会発表から執筆まで・1　�
国内学会発表 編 �  中川 央充

・シリーズ　Nocardia の検査・2 �  瀬川 俊介，他
トピックス
・Lp(a) を今なぜ測定すべきなのか？�
 �  舟橋 紗耶華，他
・膵癌の早期診断の取り組み �  花田 敬士
フォーカス
・臨地実習を通した臨床検査技師教育�
 �  桂川 陽平
・腎移植におけるエコー評価 �  佐藤 裕之
病気のはなし
・慢性リンパ性白血病 �  磯部 泰司，他

第 53巻 10号（2025年 10月号）予告

編集室より
健康のために週に数回ジョギングをしています．安全を重視
して歩道が整備されている川沿いを走っていますが，途中で
蚊柱（ユスリカの群れ）に突っ込んで，目・鼻・口に入ってし
まうことがあります．また，散歩中の犬に吠えられてビック
リした拍子に足を捻りそうになったこともあります．安全の
ために川沿いコースを選んだつもりですが，思いも寄らない
ところで危険な目に遭うのだなと実感しています．� （M）
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